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浅江地域協育ネット

今年度から光市の小中一貫教育の開始に伴い、「あさなえ学園運営協議会」がスタートしたことを

第１号でお知らせしました。「あさなえ学園運営協議会」を含む「浅江地域協育ネット」のイメージ
図が完成しましたので掲載いたします。この図は、浅江地区全体で地域連携教育が着実に進んでい
ることを表しています。

あさなえほっぷ
６月１７日（水）に第1回、７月９日（木）に第２回の「あさなえほっぷ」を開催しました。第

１回は浅江小学校の「しゃべり場」と共同開催で、講師に心理カウンセラーの 阿波 ひろみ 様 を

お迎えし、「自分の心 子どもの心に寄り添うヒント」というテーマで講義をしていただきました。
第２回は通常の「あさなえほっぷ」として、「大人のためのスマホ・ケイタイ安全教室」というテー
マで、岡本 浩司 様 を講師にお招きし、講義をしていただきました。

どちらの回も多くの方に参加し
ていただき、好評を得ることがで
きました。
まだ参加されたことがない方

は、ぜひ一度お申し込みください。
役立つ情報満載です。
参加された方も、引き続きよろ

しくお願いいたします。

あさなえJネットマスコットキャラクター

「つながりん」

 

第２回あさなえほっぷ第１回さなえほっぷ



「第１回あさなえほっぷ」参加者の感想

今日はありがとうございました。「祈ること」の大切さ。深くしみました。カラー診断では、
自分の気付いていなかった一面を知り、はっとしました。先生が、「自分を大事に！」と強く言
われたこと、分かっているけど出来ない部分でした。少しでも、いつも頑張っている自分を労
えるようにしていきたいと思いました。

先生方の優しさに触れることができて、寄り添っていただけて心を自分でも見ることができ
ました。今まで忙しくて気付かないふりをしていたこと、分からなくて不安だったこと、いろ

いろなことも受け入れられる気がします。遠いところ来てくださった阿波先生、マーシーさん
もすてきな音色をくださり、会を運営してくださっている杉本先生や校長先生、皆様に感謝い
たします。

「第２回あさなえほっぷ」参加者の感想

大変役に立つお話を聞くことができ、良い時間となりました。子どもを取り巻く環境もスマ
ホを持つ人が増え、自分の子どもにスマホを持たせるタイミング、持たせたときの注意点が分
からなかったので、今日うかがったお話を参考にして、家族で相談しながら、安全に使用でき
るようにしたいと思いました。今日参加し、貴重なお話が聞けて、良かったです。

我が家の状況を顧みる、とても良い機会になりました。４つのルールを参考に、家庭
内でのルールを決めて、安全にスマホを使用していこうと思います。ありがとうござい
ました。

各プロジェクト部会の令和２年度の重点取組事項
あさなえＪネットには、浅江中の教育活動をより充実したものにするための「プロジェクト部会」

という組織があります。このプロジェクト部会では、重点取組事項を定めて活動しています。以下、
今年度の重点取組事項を紹介します。

プロジェクト部会名 今年度の重点取組事項

心の教育部会 地域貢献活動への参加・充実
〇あさなえJr.の活動の継承・発展
〇中学生と小学生が一緒に行事の運営を手伝う
〇昨年度までの「情報モラル教育の充実」は、あさなえ学園の取組
として継続する

学力向上部会 地域の方と学び合う授業
〇教員の研修組織とも連携して調整していく
〇参観日などを利用して、多くの保護者の方が参加・参観できる活動
にしていく

体力つくり部会 よりよい生活リズムづくり
〇「情報モラル教育の充実」をうけて、SNS※１使用に関わる睡眠時間
や 健康面への影響に視点を置く
〇新型コロナウイルスへの対応に伴う検温などの実施
〇浅中トライの工夫による「生活リズムづくり」

SNS
※１

＝Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の略。日記やメッセー

ジなどを通じて友人や知人・共通の趣味を持つ人達とインターネット上で繋がる機能のこと。


